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かがくのとも２２年６月号 

今
いま

津
づ

 奈
な

鶴
つ

子
こ

/さく 

大
おお

場
ば

 裕
ゆう

一
いち

/監修  

福音館書店 

夏
な つ

がちかづくころ、夜
よ る

になるといっ

せいにひかったりきえたりしながら川

のまわりをとびまわるほたる。とんで

いるひかりのおおくがオスのほたる、

草の上やかげでじっとしているひかり

のおおくはメスのほたるです。 

ほたるのひかりは、ねつがないの

でさわってもあつくありません。ほた

るは、たまごのときからぼんやりとひ

かっています。ようちゅうになると、と

くべつなときだけ強
つ よ

くひかるようにな

ります。関東のゲンジボタルをもとに

えがかれています。 

ほたるのひかりかた 

ミリアム・モス/文  

エイドリアン・ケナウェイ/絵 

さくま ゆみこ/訳 

アートン〔エ〕 

 大きな木バオバブは、大むかしから

アフリカの平原
へいげん

にどっしりとたち、おお

くのいのちをやしない、たくさんのもの

をみてきました。 

 バオバブは、どうぶつたちの子そだ

ての場
ば

や、鳥
と り

や虫たちのすみかになり

ます。大きなえだはひざしをさえぎり、

すずしいかげをつくり、動物たちのいこ

いの場となり、実
み

や花は、動物たちの

食
た

べものになります。 

 ２０００年も生きてきたバオバブだと

みきの直径
ちょっけい

が１０メートルにもなるそう

です。お話のさいごには、バオバブの

木について書
か

かれています。 

アフリカの 大きな木 

バオバブ 
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夏
なつ

のあつい朝
あさ

、あっちゃんとおばあ

ちゃんは「にちよういち」にでかけます。

四国
し こ く

の高知市
こ う ち し

では日曜日
に ち よ う び

に、「にちよう

いち」といういちがあります。  

のうかの人たちがもってくるやさいや

くだもののほか、いろいろなおみせがな

らびます。あっちゃんとおばあちゃん

は、どんなものを買
か

うのでしょう。 

会話
か い わ

はすべて土佐
と さ

弁
べん

で書かれてい

るので、「にちよういち」にいるような気

分を味
あじ

わえます。 

西村
にしむら

 繁男
し げ お

/作 

童心社〔エ〕 

昼
ひる

田
た

 弥子
み つ こ

/作 

姫田
ひ め だ

 真
まな

武
ぶ

/絵 

佼成出版社〔９１３ヒル〕 

タマネギちゃんとピーマンちゃんは

大のなかよし。きょうはふたりでうみへ

いく日です。やくそくのじかんに来
こ

ない

ピーマンちゃんを、タマネギちゃんがむ

かえに行くと、まだねていました。 

タマネギちゃんは、なかなかおきな

いピーマンちゃんのおなかの小さなあ

なからくうきをぬき、ペッタンコになった

ピーマンちゃんをうみへつれていきまし

た。 

うみべでカラフルなやさいたちがま

きおこすさわぎが楽しいおはなしです。 

うみへいったタマネギちゃんとピーマンちゃん 

にちよういち 


